
緩和ケアにおけるBCP
（Business Continuity Plan）

～東日本大震災における学びから、大規模
震災時の緩和ケアを考える～

令和6年度 奈良県緩和ケアチーム研修会

【主催】
奈良県立医科大学附属病院
都道府県がん診療連携協議会

【お問い合わせ】
奈良県立医科大学附属病院
病院管理課 事業推進係
菊池・丸尾
TEL：0744-22-3051
（内線3264・3250）

下記QRコードからお申し込みください。
申込時に「現地参加」or「WEB参加」のいずれかを
ご選択ください。

現地参加：奈良県立医科大学附属病院
BC棟2階会議室A/B

WEB参加：Zoomミーテング

プログラム
【講演】

「災害時における緩和ケアのあり方」 菅野 喜久子先生 
（株）アンビス 医心館仙台八乙女 地域連携部 がん専門看護師/緩和ケア認定看護師）

「緩和ケアにおける地域BCP」 山岸 暁美先生
一般社団法人コミュニティヘルス研究機構 コミュニティヘルス 機構長

慶應義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教室

【ディスカッション】
「奈良県の緩和ケアが大規模災害時に抱えるであろう課題と対策について」

2024年

10月6日（日）

13:00～16:00
開催

現地＆WEB
（ハイブリッド開催）

参加費無料
先着順

現地参加：20名
WEB参加：40名

締切延長しました

9月29日（日）

https://forms.office.com/r/RN9YDbmST8

大規模災害が起こったら、
どこで 誰が

緩和ケアを提供できるんだろう？

医療用麻薬の
供給が減少したら？

災害時に
病院が担うことは？

地域医療が担うことは？

締切延長しました

9月29日（日）
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